
二本松市元請・下請関係適正化指導要領関係 

 

工事現場における施工体制点検マニュアル 

 

 

１ 目 的 

公共工事の品質を確保し、目的物の整備を的確に行うためには、適正な施工体制を確保

することが重要である｡ 

本マニュアルは、二本松市が発注する工事について、監督業務等において把握すべき点

検事項等を定め、もって工事現場の適正な施工体制の確保等に資するものである｡ 

 

２ 対 象 工 事 

請負金額が 500 万円以上の請負工事 

 

３ 点検実施者 

監督員(必要に応じて担当課長等) 

 

４ 点 検 項 目 

｢工事現場における施工体制点検チェックリスト｣（別紙）の点検項目 

■施工体制一般 

○現場施工体制 

○施工体制台帳 

○施工体系図 

○建設業許可標識 

○建設業退職金共済制度等 

 

■一括下請負 

○元請負人の実質関与 

 

■配置技術者 

○現場代理人の常駐等 

○主任技術者（監理技術者）の専任制 

○専門技術者の配置 

○作業主任者の選任 

 

５ 点 検 結 果 

(1) 処分事項（チェックリストの〈処分事項〉が○の項目） 

判定結果が｢不備があった｣と判定された場合は、様式１にチェックリストの写しを

添えて速やかに所属課長に報告する｡ 

報告を受けた所属課長は、事実の確認を行い、その結果を様式２により速やかに財

政課長に報告するものとする｡ 

(2) 指示是正事項（チェックリストの〈処分事項〉が空欄の項目） 

判定結果が｢不備があった｣と判定された場合は、是正の指示を行い、是正状況を確

認する｡ 



ＮＯ 

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＯＫ 不備があった場合 不備があった場合

ＮＯ（指示是正事項） 処分事項

判定結果
 

判定結果
（※２）

スタート 

請負金額が 500 万円以上 点検不要 

施工体制一般
実施者：監督員
点検項目
 ○現場施工体制
 ○施工体制台帳
 ○施工体系図
 ○建設業許可標識
 ○建設業退職金共済制度等 

一括下請負 
実施者：監督員 
点検項目 
 ○元請負人の実質関与 
         （※１） 

配置技術者
実施者：監督員
点検項目
 ○現場代理人の常駐等
 ○主任技術者（監理技術者）
  の専任制
 ○専門技術者の配置
 ○作業主任者の選任

処分事項（チェックリストの処分事項）が○である 

是正の指示 

是正の確認 

設計書にリストを添付

完  了

 工事等を所掌する課長は、不備の事実について速
やかに財政課長へ報告

 財政課において事実行為の調査及び確認

 総務部長へ調査結果を報告

 総務部長は確認した事実を入札契約審査委員会へ
報告する。

ＯＫ 

６ 点検フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ 元請負人の実質関与について 

・元請負人の実質関与は、10 項目のうちひとつでもＯＫでないものがある場合は不備があると判断する。 

・元請負人の実質関与の点検は、主任技術者（監理技術者）からの聞き取りにて行い、工事日報、打ち合わせ記録簿、野

帳等により確認すること。 

・元請負人の実質関与の点検のうち、8.住民への説明、9.施工計画、10.出来形・品質管理の各項目については、下請会

社が補助として行っている場合もＯＫとする。 

※２ 処分事項の判定結果について 

・監督員による点検の結果、不備がある、または不備の疑いがある場合は、速やかに当該工事の担当課長等へ報告し、必

要に応じて担当課長等が確認を行い判定結果を出すこと 

・主任技術者(監理技術者)専任の点検については、2 回目の不在が確認された段階で当該工事の担当課長等に報告し、必

要に応じて担当課長等が確認を行い判定結果を出すこと。 

 

 



（別紙） 

「施工プロセス」のチェックリスト(1/6) 

（工事現場における施工体制点検チェックリスト） 

 

１. 工 事 番 号  ２. 工 事 場 所  

３. 工 事 名  ４. 請 負 金 額  

 

 

５. 施 工 業 者  ６. 下請金額合計  課 名  

７. 工 期   年  月  日～    年  月  日 監督員名  
 

① ｢工事現場における施工体制点検チェックリスト｣は、共通仕様書,契約約款に基づき,施工体制が適正であるかを監督員等が点検する｡ 

② 〈該当項目〉欄では、該当となる項目に○を記入し、該当外の項目は空欄とする｡ 

③ 〈チェック欄〉では、書類もしくは現場等で確認した月日、及びその内容がＯＫであれば□に✓マークを、不備がある場合は×マーク

を記入し,不備がある場合は備考欄に指示事項や是正状況等を記入する｡ 

④ 〈処分事項〉欄が○印の項目の点検結果に不備がある場合は,監督処分の対象となるので、不備が確認された段階で必要な措置を行う｡

ただし,主任技術者(監理技術者)専任の点検については、２回目の不在が確認された段階で必要な措置を行うこととする｡ 

⑤ 〈チェックの時期・回数〉における｢施工時の変更時｣とは,下請業者の変更等による体制の変更時であり契約変更時ではない｡ 

 

 
 

参
考
項
目 

細

別 

点検項目 
点 検 内 容 

(チェックの時期・回数) 

該
当
項
目 

チェック欄 
備    考 

(指示事項及び 

その是正状況等) 

処
分
事
項 

着
手
前 

施 工 時 
完
成
時 

１ 
施

工

体

制 

Ⅰ 
施

工

体

制

一

般 

○現場施工体制 

・施工計画書の記載内容(現

場組織表等)と現場施工体制

が一致している｡ 

(施工時の当初、変更時) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
   

○施工体制台帳 

・施工体制台帳の写しを提出

した｡ 

(施工時の当初,変更時) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  ○ 

・施工体制台帳に下請負契約

書(写)及び再下請負通知書

を添付している｡ 

(施工時の当初,変更時) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
   

・施工体制台帳に,下請金額

を記入している｡(施工時の

当初,変更時) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
   

・提出された施工体制台帳と

同一のものが現場に備え付

けられている｡ 

(施工時の当初,変更時) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
   

○ 施工体系図 

・施工体系図を現場の工事関

係者及び公衆の見やすい場

所に掲げている｡ 

(施工時の当初,変更時) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  ○ 

・施工体系図に記載のない業

者が作業していない｡ 

(施工時１回／２か月程度) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  ○ 

・施工体系図に記載されてい

る監理(主任)技術者が本人

である｡ 

(施工時の当初,変更時) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  ○ 

 

 



「施工プロセス」のチェックリスト(2/6) 

（工事現場における施工体制点検チェックリスト） 
 

参
考
項
目 

細

別 

点検項目 
点 検 内 容 

(チェックの時期・回数) 

該
当
項
目 

チェック欄 備    考 

(指示事項及び 

その是正状況等) 

処
分
事
項 

着
手
前 

施 工 時 
完
成
時 

１ 

施

工

体

制 

Ⅰ 

施

工

体

制

一

般 

○建設業許可標識 

・建設業許可を受けたことを

示す標識を公衆の見やすい

場所に設置している｡ 

(施工時１回程度) 

  
/ 

□ 
        

○建設業退職金共済

制度等 

・｢建設業退職金共済制度適

用事業主工事現場｣の標識が

現場に掲示している｡ 

(施工時１回程度) 

  
/ 

□ 
        

・労災保険関係の項目が現場

の見やすい場所に掲示して

いる｡ 

(施工時１回程度) 

  
/ 

□ 
        

・建設業退職金共済証紙の配

布を受け払い簿等により適

切に管理している｡ 

(施工時２回程度) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 
       

Ⅰ―

２ 
一

括

下

請

負 

○元請負人の実質関

与 

下記 10 項目に、ひ

とつでもOKでない

ものがある場合は

不備があると判断

する。 

元請負人は下請工事の施工

に実質的に関与している。

（施工時の当初、変更時） 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

○ 

 

１．発注者との協

議 

・元請負人は協議等の打ち合

わせを主体的に実施してい

る。 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

２．官公庁への届

出 

・元請負人は工事施工に伴う

道路管理者等の協議を行っ

ている。 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

３．近接工事との

調整 

・元請負は近接工事との工程

等の調整を適正に行ってい

る。 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

４．工程管理 

・元請負人は工事全体を把握

し、工事の手順段取りを適正

に調整・指揮している。 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

５．完成検査 
・元請負人は下請施工分の完

成検査を実施している。 
  

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

６．安全管理 

・元請負人は労働者の安全教

育、下請業者の安全指導を実

施している。 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

７．下請の施工調

整及び指導監

督 

・元請負人は施工取り合い部

分、仮設物の使用等について

調整指導している。 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

８．住民への説明 

・元請負人は工事施工に伴う

住民説明を行っており、住民

からの苦情に的確に対応し

ている。 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

９．施工計画 

・元請負人は契約図書の内容

を適切に把握し、設計図書の

照査を的確に実施し、施工計

画（工程計画、安全計画、品

質管理の計画）を立案してい

る。 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

10．出来高・品質

管理 

・元請負人は所定の検査・試

験を実施している。 
  

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

 



「施工プロセス」のチェックリスト(3/6) 

（工事現場における施工体制点検チェックリスト） 
 

参
考
項
目 

細

別 

点検項目 
点 検 内 容 

(チェックの時期・回数) 

該
当
項
目 

チェック欄 備    考 

(指示事項及び 

その是正状況等) 

処
分
事
項 

着
手
前 

施 工 時 
完
成
時 

１ 

施

工

体

制 

Ⅱ 

配

置

技

術

者 

○ 現場代理人の常

駐等 

・現場代理人は、現場に常駐

している。また工事全体の把

握が出来ている。 

(施工時１回／２か月程度) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
   

・現場代理人は、監督員との

連絡調整及び対応を書面で

行っている。 

(施工時適宜） 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
   

○ 主任技術者(監

理技術者)の専任

制 

 

 

 

※工事カルテの登録

は請負金額が 500

万円以上、主任技

術者(監理技術者)

の専任義務は請負

金額が 4，500 万円

以上(建築一式工

事の場合は 9，000

万円以上)の場合 

 

 

※資格者証の交付日

が平成 16 年 3 月 1

日以降の場合は、

資格者証及び講習

終了証を確認 

・工事カルテを事前に監督員

の確認を受け、契約締結後の

10 日以内に登録機関に申請

した。 

(着手前、変更後、完成時) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
   

・主任技術者又は監理技術者

が現場に専任していた。(専

任義務のある下請け業者の

主任技術者を含む) 

(施工時 1 回／2 ヶ月程度) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
   

・監理技術者が所持する監理

技術者資格者証が、本人のも

のであり、当該資格、有効期

間が適切であった。 

（着手前） 

 
/ 

□ 
         

※資格者証の交付日が平成

16 年 3 月 1 日以降の場合 

 

・監理技術者が所持する監理

技術者講習終了証が、本人の

ものであり、有効期間が適切

であった。 

 
/ 

□ 
         

○専門技術者の配置 

・専門技術者を選任し、配置

している。 

※専門技術者の必要のない

工事は対象外 

(施工計画時、施工時適宜) 

 
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
   

○作業主任者の選任 

・労働安全衛生法に基づく作

業主任者を選任し、配置して

いる。 

(施工計画時、施工時適宜) 

 
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
   

 



「施工プロセス」のチェックリスト(4/6) 

（工事現場における施工体制点検チェックリスト） 
 

参
考
項
目 

細

別 

点検項目 
点 検 内 容 

(チェックの時期・回数) 

該
当
項
目 

チェック欄 備    考 

(指示事項及び 

その是正状況等) 
着
手
前 

施 工 時 
完
成
時 

２ 

施

工

状

況 

Ⅰ 

施

工

管

理 

○施工計画書 

・施工（変更を含む）に先立

ち、提出した。 

(着手前、変更時) 

 
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・記載内容が、設計図書の内

容及び現場条件などを反映

したものになっている。 

(着手前、変更時) 

 
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・記載内容と現場施工方法と

一致している。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・現場でのイメージアップに

積極的に取り組んでいる。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

○社内検査 

・社内検査員の資格（身分及

び経歴）が適正である。また、

社内検査員に関する資料を

書面で提出した。 

(契約後、変更後) 

 
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・社内検査は、出来高、品質

及び写真管理等、工事全般に

わたり適切（数量も含む）に

実施した。 

(社内検査確認時) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
 

○検査（確認を含む）

及び立会い等の調

整 

・立会確認の手続が事前にな

されている。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・段階確認の確認時期が適切

な時期に行われている。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

○産業副産物及び建

設廃棄物 

・請負者は、産業廃棄物管理

表（マニフェスト）により適

切に処理されていることを

確認し、監督員に提示した。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・再生資源利用計画書及び再

生資源利用促進計画書を所

定の様式に基づき作成し、施

工計画書を含めて提出した。 

(施工時適宜) 

 
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

 



「施工プロセス」のチェックリスト(5/6) 

（工事現場における施工体制点検チェックリスト） 
 

参
考
項
目 

細

別 

点検項目 
点 検 内 容 

(チェックの時期・回数) 

該
当
項
目 

チェック欄 備    考 

(指示事項及び 

その是正状況等) 
着
手
前 

施 工 時 
完
成
時 

２ 

施

工

状

況 

Ⅱ 

工

程

管

理 

○施工計画書 

・フォローアップ等を実施し

工程の管理を行っている。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・時間制限、片側通行等各種

制約があるにもかかわらず

工程の短縮を図った。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・現場条件変更への対応、地

元調整を積極的に行い、円滑

な工事進捗を行った。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・作業員の休日の確保を行っ

た記録が整理されている。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・工程表の内容が検討され充

実している。また日常的に把

握されている。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・夜間や休日の作業が少な

く、余裕をもって工期前に完

成した。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

Ⅲ 
安

全

対

策 

○安全活動 

・災害防止協議会等を設置

し、活動記録がある。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・安全パトロールを実施し、

記録がある。 

(施工時１回／２か月程度) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・安全教育、訓練等を実施し

記録され、かつ創意工夫をし

ている。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・安全巡視、ＴＢＭ、ＫＹ等

を実施し、記録がある。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・新規入場者教育を実施し、

記録がある。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・過積載防止に取り組んでい

る記録がある。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・使用機械、車両等の点検整

備が管理され、記録がある。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・重機操作で、誘導員配置や

重機と人との行動範囲の分

離措置がなされた点検記録

がある。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・山留め、仮締切り等の設置

後の点検及び管理の記録が

ある。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・足場や支保工の組立完了時

や使用中の点検及び管理が

チェックリスト等により実

施され、記録がある。 

(施工時適宜) 

          

 



「施工プロセス」のチェックリスト(6/6) 

（工事現場における施工体制点検チェックリスト） 
 

参
考
項
目 

細

別 

点検項目 
点 検 内 容 

(チェックの時期・回数) 

該
当
項
目 

チェック欄 備    考 

(指示事項及び 

その是正状況等) 
着
手
前 

施 工 時 
完
成
時 

２ 

施

工

状

況 

Ⅲ 

安

全

対

策 

○安全活動 

・工事現場における保安施設

等の整理、設置、管理が的確

であり、記録がある。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

○安全パトロールの

指摘事項の処理 

・各種安全パトロールでの指

摘事項や是正事項について、

速やかに改善を図り、かつ関

係者に是正報告をした記録

がある。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

Ⅳ 

対

外

関

係 

○関係機関等 

・関係官公庁等の関係機関と

の折衝及び調整をし、トラブ

ルの発生がない。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・工事施工にあたり、地元と

の適切な調整を行った。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・地元住民等との施工上必要

な交渉、工事の施工に関して

の苦情対応を適切に行い、ト

ラブルが少なかった。 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・隣接工事又は施工上密接に

関連する工事の請負業者と

相互に協力を行っている記

録がある。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

・現場内の作業で、近接住民

に故意や過失により迷惑を

かける行為がなかった。 

(施工時適宜) 

  
/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 

/ 

□ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式１ 

 

年  月  日 

 

財政課長 様 

 

発注（監督）課の長 

 

 

施工体制点検結果の報告について(報告) 

 

このことについて、下記点検項目の点検結果に不備がありましたので報告します。 

 

記 

 

工 事 番 号  

工 事 名  

工 事 場 所  

工 期  

監督員職氏名  

請 負 金 額  

請 負 業 者  

点検項目及び不

備 内 容 
 



様式２ 

 

年  月  日 

 

入札契約審査委員会委員長 様 

 

総務部長 

 

 

施工体制点検結果の報告について(報告) 

 

このことについて、下記の事実が確認されましたので報告します。 

 

記 

 

工 事 番 号  

工 事 名  

工 事 場 所  

工 期  

請 負 金 額  

請 負 業 者  

違 反 内 容  

確認者職氏名  

 



施工体制台帳チェックリスト 

 

１．工事番号：                

２．工 事 名：                

３．施工業者：                

 

・「確認結果欄」では、記載事項及び添付書類を確認した月日、及びその内容がＯＫであれば✓

マークを、不備がある場合は×マークを記入する。 

 

（１）施工体制台帳に必要事項が書き込まれているか。（建設業法施行規則１４条の２）         ①/２         

 

チ ェ ッ ク 項 目 
確 認 結 果 欄 

備 考 
／ ／ ／ ／ 

・ 作成建設業者が許可を受けた建設業の種類      

・ 建設工事の名称、内容及び工期      

・ 健康保険等の加入状況      

・ 発注者と請負契約を締結した年月日、当該発注者の商号・名称又は氏名及

び住所並びに当該請負契約を締結した営業所の名称及び所在地 
     

・ 発注者が監督員を置くときは、当該監督員の氏名及び権限、当該監督員の

行為について、その作成建設業者の発注者に対する意見の申出方法（または

その内容が記載された作成建設業者への通知書の写し） 

     

・ 主任技術者又は監理技術者の氏名、その者が有する主任技術者資格又は監

理技術者資格及びその者が専任の主任技術者又は監理技術者であるか否かの

別 

     

・ 監理技術者補佐を置くときは、その者の氏名及びその者が有する監理技術

者補佐資格 
     

・ 作成建設業者が現場代理人を置くときは、当該現場代理人の氏名及び権限、

当該現場代理人の行為についてその発注者の作成建設業者に対する意見の申

出方法（またはその内容が記載された発注者への通知書の写し） 

     

・ 主任技術者、監理技術者又は監理技術者補佐以外に施工の技術上の管理

をつかさどる者を置くときは、その者の氏名、管理をつかさどる工事内容及

びその者が有する主任技術者資格 

     

・ 建設工事に従事する者に関する次に掲げる事項（建設工事に従事する者が

希望しない場合においては、（６）に掲げるものを除く。） 

（１）氏名、生年月日及び年齢 

（２）職種 

（３）健康保険法又は国民保健法による医療保険、国民年金法又は厚生

年金保険法による年金及び雇用保険法による雇用保険の加入等の状

況 

（４）中小企業退職金共済法第二条第七項に規定する被共済者に該当す

る者であるか否かの別 

（５）安全衛生に関する教育を受けているときは、その内容 

（６）建設工事に係る知識及び技術又は技能に関する資格 

     

・ 一号特定技能外国人、外国人技能実習生及び外国人建設就労者の従事の状 

 況 
     

・ 下請負人の商号又は名称及び住所、許可番号及び請け負った建設工事に係

る許可を受けた建設業の種類、健康保険等の加入状況 
     

・ 全ての下請負人の請け負った工事名称、内容及び工期      

・ 全ての下請負人が注文者と下請契約を締結した金額（法定福利費の額を明

示）及び年月日（二本松市元請・下請関係適正化指導要領第１０条） 
     



（１）施工体制台帳に必要事項が書き込まれているか。（建設業法施行規則１４条の２）          ②/２        

 

チ ェ ッ ク 項 目 
確 認 結 果 欄 

備 考 
／ ／ ／ ／ 

・ 作成建設業者が監督員を置くときは、当該監督員の氏名及び権限、当該監

督員の行為について下請負人の作成建設業者に対する意見の申出方法（また

はその内容を記載した下請人に対する通知書の写し） 

     

・ 下請負人が現場代理人を置くときは、当該現場代理人の氏名及び権限、当

該現場代理人の行為について作成建設業者の下請負人に対する意見の申出方

法（またはその内容を記載した作成建設業者への通知書の写し） 

     

・ 下請負人が置く主任技術者の氏名、その者の有する主任技術者資格及びそ

の者が専任か否かの別 
     

・ 下請負人が、主任技術者以外に施工の技術上の管理をつかさどる者を置く

場合は、当該者の氏名、その者がつかさどる工事の内容及びその者が有する

主任技術者資格 

     

・ １次下請負契約を締結した作成建設業者の営業所の名称及び所在地      

・ 建設工事に従事する者に関する次に掲げる事項（建設工事に従事する者が

希望しない場合においては、（６）に掲げるものを除く。） 

（１）氏名、生年月日及び年齢 

（２）職種 

（３）健康保険法又は国民保健法による医療保険、国民年金法又は厚生

年金保険法による年金及び雇用保険法による雇用保険の加入等の状

況 

（４）中小企業退職金共済法第二条第七項に規定する被共済者に該当す

る者であるか否かの別 

（５）安全衛生に関する教育を受けているときは、その内容 

（６）建設工事に係る知識及び技術又は技能に関する資格 

     

・ 下請負人における一号特定技能外国人、外国人技能実習生及び外国人建設

就労者の従事の状況 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）施工体制台帳の添付書類は揃っているか。（建設業法施行規則１４条の２第２項）         ①/２ 

 

チ ェ ッ ク 項 目 
確 認 結 果 欄 

備 考 
／ ／ ／ ／ 

１）２次以下の下請人を含め、全ての請負契約書の写し（公共工事については

２次下請以下も含めた全ての下請業者について請負金額を明記しなければな

らない。） 

     

 

・下請契約書に法第１９条にある全ての事項が含まれているか      

 

① 工事内容      

② 請負代金の額（法定福利費の額を明示）（二本松市元請・下請適正

化指導要領第１０条） 
     

③ 工事着手の時期及び工事完成の時期      

④ 請負代金の全部又は一部の前金払又は出来高部分に対する支払の

定めをするときは、その支払いの時期及び方法 
     

⑤ 当事者の一方から設計変更又は工事着手の延期若しくは工事の全

部若しくは一部の中止の申出があった場合における工期の変更、請

負代金の額の変更又は損害の負担及びそれらの額の算定方法に関す

る定め 

     

⑥ 天災及びその他不可抗力による工期の変更又は損害の負担及びそ

の額の算定方法に関する定め 
     

⑦ 価格等の変動若しくは変更に基づく請負代金の額又は工事内容の

変更 
     

⑧ 工事の施工により第三者が損害を受けた場合における賠償金の負

担に関する定め 
     

⑨ 注文者が工事に使用する資材を提供し、又は建設機械その他の機

械を貸与するときは、その内容及び方法に関する定め 
     

⑩ 注文者が工事の全部又は一部の完成を確認するための検査の時期

及び方法並びに引渡しの時期 
     

⑪ 工事完成後における請負代金の支払いの時期及び方法      

⑫ 工事の目的物の種類又は品質に関して契約の内容に適合しない場

合におけるその不適合を担保すべき責任又は当該責任の履行に関し

て講ずべき保証保険契約の締結その他の措置に関する定めをすると

きは、その内容 

     

⑬ 各当事者の履行の遅滞その他の債務の不履行の場合における遅延

利息、違約金その他の損害金 
     

⑭ 契約に関する紛争の解決方法      

⑮ 「請負人は二本松市元請・下請関係適正化指導要領を遵守すると

ともに、工事の一部を他人に請け負わせる場合は、請け負わせた者

に同要領の規定を遵守するよう指導しなければならない。」という条

項（二本松市元請・下請関係適正化指導要領第５条） 

     



 

（２）施工体制台帳の添付書類は揃っているか。（建設業法施行規則１４条の２第２項）         ②/２ 

 

チ ェ ッ ク 項 目 
確 認 結 果 欄 

備 考 
／ ／ ／ ／ 

２）全ての再下請通知書      

 

・再下請通知書の必要事項が書き込まれているか。      

 

① 下請負人の商号又は名称、住所、許可番号      

② 下請負人が注文者と締結した工事の名称、請負契約を締結した年

月日、注文者の商号又は名称 
     

③ 再下請負人の商号又は名称、住所、許可番号及び請け負った建設

工事に係る許可を受けた建設業の種類、健康保険等の加入状況 
     

④ 下請負人が再下請負人と締結した請負契約について      

 

・工事の名称、内容、工期      

・請負契約を締結した年月日      

・下請負人が監督員を置く場合は、その者の氏名、権限、当該監

督員の行為についての再下請負人の下請人に対する意見の申

出方法（またはその内容が記載された再下請負人への通知書の

写し） 

     

・再下請負人が現場代理人を置く場合は、その者の氏名、権限、

当該現場代理人の行為についての下請負人の再下請負人に対

する意見の申出方法（またはその内容が記載された下請負人へ

の通知書の写し） 

     

・再下請負人の置く主任技術者の氏名、その者が有する主任技術

者資格及びその者が専任か否か 
     

・再下請負人が主任技術者に加えて専門技術者を置く場合は、そ

の者の氏名、その者が管理をつかさどる建設工事の内容、その

者が有する主任技術者資格      

・再下請負人における一号特定技能外国人、外国人技能実習生及

び外国人建設就労者の従事の状況 

３）主任技術者、監理技術者又は監理技術者補佐が主任技術者資格、監理技術

者資格又は監理技術者補佐資格を有することの証明書の写し（専任の監理技

術者については監理技術者資格者証の写し） 

     

４）主任技術者、監理技術者又は監理技術者補佐が直接的かつ恒常的な雇用関

係にあることを証明するものの写し（健康保険被保険者証又は住民税特別徴

収税額通知書等の写し） 

     

５）主任技術者、監理技術者又は監理技術者補佐以外に施工の技術上の管理を

つかさどる者を置くときは、その者が主任技術者資格を有することを証する

書面及び直接的かつ恒常的な雇用関係にあることを証するものの写し 

     

３ 全ての下請が社会保険等加入者（加入義務もない者を含む。）であるか。 

  （未加入者がいる場合は、その元請から理由書の提出を受け、その理由が真にやむを得ないものか確認するとともに、当該元請

及び未加入者に速やかな加入を繰り返し指導する。また工事監督員に、当該理由書を提出する。） 

 

 


